
政
令
第
二
百
七
十
号

電
波
法
関
係
手
数
料
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

内
閣
は
、
電
波
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
三
十
一
号
）
第
百
三
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
こ
の
政
令
を
制
定
す

る
。電

波
法
関
係
手
数
料
令
（
昭
和
三
十
三
年
政
令
第
三
百
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
第
一
項
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

六

「
電
子
申
請
等
」
と
は
、
電
波
法
（
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
百
二
条
の
十
九
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
同
項
に
規
定

す
る
電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
し
て
行
う
同
項
各
号
に
掲
げ
る
手
続
又
は
情
報
通
信
技
術
を
活
用
し
た
行
政
の
推
進
等

に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年
法
律
第
百
五
十
一
号
）
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
同
項
に
規
定
す
る
電
子
情
報
処
理

組
織
を
使
用
し
て
行
う
同
法
第
三
条
第
八
号
に
規
定
す
る
申
請
等
を
い
う
。

第
二
条
第
一
項
中
「
電
波
法
（
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
」
を
「
法
」
に
改
め
、
同
項
の
表
一
の
項
中
「
七
、
一
〇
〇
」
を

「
六
、
九
〇
〇
」
に
、
「
一
〇
、
〇
〇
〇
」
を
「
九
、
八
〇
〇
」
に
、
「
一
五
、
九
〇
〇
」
を
「
一
五
、
八
〇
〇
」
に
、
「
三

三
、
一
〇
〇
」
を
「
三
三
、
〇
〇
〇
」
に
、
「
三
、
三
五
〇
」
を
「
三
、
二
〇
〇
」
に
改
め
、
同
表
二
の
項
中
「
四
、
六
〇



〇
」
を
「
四
、
三
五
〇
」
に
、
「
六
、
七
〇
〇
」
を
「
六
、
五
〇
〇
」
に
、
「
一
〇
、
五
〇
〇
」
を
「
一
〇
、
四
〇
〇
」
に
、

「
二
、
一
〇
〇
」
を
「
一
、
九
〇
〇
」
に
改
め
、
同
表
三
の
項
中
「
四
、
六
〇
〇
」
を
「
四
、
三
五
〇
」
に
、
「
二
、
一
〇

〇
」
を
「
一
、
九
〇
〇
」
に
改
め
、
同
表
四
の
項
中
「
九
、
七
〇
〇
」
を
「
九
、
一
〇
〇
」
に
、
「
三
九
、
一
〇
〇
」
を
「
三

九
、
〇
〇
〇
」
に
、
「
五
四
、
三
〇
〇
」
を
「
五
四
、
二
〇
〇
」
に
、
「
九
六
、
四
〇
〇
」
を
「
九
六
、
一
〇
〇
」
に
、
「
一

二
二
、
七
〇
〇
」
を
「
一
一
八
、
二
〇
〇
」
に
、
「
一
五
四
、
二
〇
〇
」
を
「
一
五
〇
、
六
〇
〇
」
に
、
「
五
、
二
〇
〇
」
を

「
四
、
九
〇
〇
」
に
改
め
、
同
表
五
の
項
中
「
一
一
、
三
〇
〇
」
を
「
一
一
、
〇
〇
〇
」
に
、
「
四
六
、
二
〇
〇
」
を
「
四

五
、
二
〇
〇
」
に
、
「
七
六
、
八
〇
〇
」
を
「
七
二
、
八
〇
〇
」
に
、
「
一
三
〇
、
八
〇
〇
」
を
「
一
二
七
、
二
〇
〇
」
に
、

「
一
五
二
、
四
〇
〇
」
を
「
一
五
一
、
三
〇
〇
」
に
、
「
一
六
七
、
八
〇
〇
」
を
「
一
六
七
、
五
〇
〇
」
に
、
「
六
、
〇
〇

〇
」
を
「
五
、
七
〇
〇
」
に
改
め
、
同
表
六
の
項
中
「
九
、
三
〇
〇
」
を
「
九
、
二
〇
〇
」
に
、
「
三
、
五
五
〇
」
を
「
三
、

〇
五
〇
」
に
改
め
、
同
表
七
の
項
中
「
六
、
七
〇
〇
」
を
「
六
、
六
〇
〇
」
に
、
「
一
二
、
四
〇
〇
」
を
「
一
二
、
三
〇
〇
」

に
、
「
二
五
、
〇
〇
〇
」
を
「
二
四
、
九
〇
〇
」
に
、
「
四
、
七
五
〇
」
を
「
三
、
五
五
〇
」
に
改
め
、
同
表
八
の
項
中

「
四
、
三
〇
〇
」
を
「
四
、
〇
五
〇
」
に
、
「
八
、
一
〇
〇
」
を
「
八
、
〇
〇
〇
」
に
、
「
三
、
〇
五
〇
」
を
「
二
、
八
五

〇
」
に
改
め
、
同
表
九
の
項
中
「
三
、
五
五
〇
」
を
「
三
、
四
五
〇
」
に
、
「
一
、
九
五
〇
」
を
「
一
、
四
〇
〇
」
に
、



「

六
、
七
〇
〇

四
、

「
四
、
二
五
〇
」
を
「
三
、
七
〇
〇
」
に
、
「
三
、
三
五
〇
」
を
「
二
、
七
〇
〇
」
に
、

一
四
、
六
〇
〇

六
、

「

九
五
〇

六
、
二
〇
〇

四
、
二
〇
〇

を

に
、
「
二
五
、
五
〇
〇
」
を
「
二
五
、
四
〇
〇
」
に
、

七
〇
〇

一
四
、
五
〇
〇

五
、
五
〇
〇

」

」

「
九
、
七
〇
〇
」
を
「
八
、
四
〇
〇
」
に
、
「
三
〇
、
二
〇
〇
」
を
「
三
〇
、
一
〇
〇
」
に
、
「
一
二
、
七
〇
〇
」
を
「
一

一
、
二
〇
〇
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
情
報
通
信
技
術
を
活
用
し
た
行
政
の
推
進
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年
法
律

第
百
五
十
一
号
。
以
下
「
情
報
通
信
技
術
活
用
法
」
と
い
う
。
）
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
同
項
に
規
定
す
る
電
子
情
報

処
理
組
織
を
使
用
し
て
免
許
の
申
請
を
す
る
」
を
「
電
子
申
請
等
に
よ
る
」
に
改
め
、
同
項
の
表
の
表
一
の
項
の
項
中
「
七
、

一
〇
〇
」
を
「
六
、
九
〇
〇
」
に
、
「
四
、
九
〇
〇
」
を
「
四
、
四
〇
〇
」
に
、
「
三
、
三
五
〇
」
を
「
三
、
二
〇
〇
」
に
、

「
二
、
四
〇
〇
」
を
「
二
、
一
五
〇
」
に
、
「
一
〇
、
〇
〇
〇
」
を
「
九
、
八
〇
〇
」
に
、
「
七
、
二
〇
〇
」
を
「
六
、
八
〇

〇
」
に
、
「
一
五
、
九
〇
〇
」
を
「
一
五
、
八
〇
〇
」
に
、
「
一
一
、
五
〇
〇
」
を
「
九
、
七
〇
〇
」
に
、
「
三
三
、
一
〇

〇
」
を
「
三
三
、
〇
〇
〇
」
に
、
「
二
四
、
〇
〇
〇
」
を
「
二
〇
、
一
〇
〇
」
に
改
め
、
同
表
の
表
二
の
項
の
項
中
「
四
、
六

〇
〇
」
を
「
四
、
三
五
〇
」
に
、
「
二
、
九
五
〇
」
を
「
二
、
五
〇
〇
」
に
、
「
二
、
一
〇
〇
」
を
「
一
、
九
〇
〇
」
に
、



「
一
、
三
五
〇
」
を
「
一
、
二
五
〇
」
に
、
「
六
、
七
〇
〇
」
を
「
六
、
五
〇
〇
」
に
、
「
四
、
八
五
〇
」
を
「
四
、
一
五

〇
」
に
、
「
一
〇
、
五
〇
〇
」
を
「
一
〇
、
四
〇
〇
」
に
、
「
七
、
五
〇
〇
」
を
「
六
、
五
〇
〇
」
に
改
め
、
同
表
の
表
三
の

項
の
項
中
「
四
、
六
〇
〇
」
を
「
四
、
三
五
〇
」
に
、
「
三
、
三
〇
〇
」
を
「
二
、
八
〇
〇
」
に
、
「
二
、
一
〇
〇
」
を

「
一
、
九
〇
〇
」
に
、
「
一
、
三
五
〇
」
を
「
一
、
二
五
〇
」
に
改
め
、
同
表
の
表
四
の
項
の
項
中
「
九
、
七
〇
〇
」
を

「
九
、
一
〇
〇
」
に
、
「
七
、
五
〇
〇
」
を
「
六
、
四
〇
〇
」
に
、
「
五
、
二
〇
〇
」
を
「
四
、
九
〇
〇
」
に
、
「
三
、
七
〇

〇
」
を
「
三
、
〇
五
〇
」
に
、
「
三
九
、
一
〇
〇
」
を
「
三
九
、
〇
〇
〇
」
に
、
「
二
八
、
四
〇
〇
」
を
「
二
七
、
五
〇
〇
」

に
、
「
五
四
、
三
〇
〇
」
を
「
五
四
、
二
〇
〇
」
に
、
「
三
九
、
〇
〇
〇
」
を
「
三
七
、
八
〇
〇
」
に
、
「
九
六
、
四
〇
〇
」

を
「
九
六
、
一
〇
〇
」
に
、
「
六
八
、
九
〇
〇
」
を
「
六
七
、
八
〇
〇
」
に
、
「
一
二
二
、
七
〇
〇
」
を
「
一
一
八
、
二
〇

〇
」
に
、
「
九
五
、
〇
〇
〇
」
を
「
八
八
、
五
〇
〇
」
に
、
「
一
五
四
、
二
〇
〇
」
を
「
一
五
〇
、
六
〇
〇
」
に
、
「
一
一

七
、
二
〇
〇
」
を
「
一
一
一
、
一
〇
〇
」
に
改
め
、
同
表
の
表
五
の
項
の
項
中
「
一
一
、
三
〇
〇
」
を
「
一
一
、
〇
〇
〇
」

に
、
「
八
、
六
〇
〇
」
を
「
八
、
三
〇
〇
」
に
、
「
六
、
〇
〇
〇
」
を
「
五
、
七
〇
〇
」
に
、
「
四
、
三
〇
〇
」
を
「
三
、
七

〇
〇
」
に
、
「
四
六
、
二
〇
〇
」
を
「
四
五
、
二
〇
〇
」
に
、
「
三
三
、
六
〇
〇
」
を
「
三
一
、
六
〇
〇
」
に
、
「
七
六
、
八

〇
〇
」
を
「
七
二
、
八
〇
〇
」
に
、
「
五
五
、
七
〇
〇
」
を
「
五
一
、
一
〇
〇
」
に
、
「
一
三
〇
、
八
〇
〇
」
を
「
一
二
七
、



二
〇
〇
」
に
、
「
九
四
、
二
〇
〇
」
を
「
八
九
、
九
〇
〇
」
に
、
「
一
五
二
、
四
〇
〇
」
を
「
一
五
一
、
三
〇
〇
」
に
、
「
一

〇
八
、
九
〇
〇
」
を
「
一
〇
六
、
四
〇
〇
」
に
、
「
一
六
七
、
八
〇
〇
」
を
「
一
六
七
、
五
〇
〇
」
に
、
「
一
一
九
、
六
〇

〇
」
を
「
一
一
七
、
五
〇
〇
」
に
改
め
、
同
表
の
表
六
の
項
の
項
中
「
九
、
三
〇
〇
」
を
「
九
、
二
〇
〇
」
に
、
「
六
、
二
〇

〇
」
を
「
五
、
五
〇
〇
」
に
、
「
三
、
五
五
〇
」
を
「
三
、
〇
五
〇
」
に
、
「
二
、
三
五
〇
」
を
「
一
、
九
五
〇
」
に
改
め
、

同
表
の
表
七
の
項
の
項
中
「
六
、
七
〇
〇
」
を
「
六
、
六
〇
〇
」
に
、
「
四
、
五
〇
〇
」
を
「
三
、
七
五
〇
」
に
、
「
四
、
七

五
〇
」
を
「
三
、
五
五
〇
」
に
、
「
三
、
五
〇
〇
」
を
「
二
、
二
五
〇
」
に
、
「
一
二
、
四
〇
〇
」
を
「
一
二
、
三
〇
〇
」

に
、
「
八
、
三
〇
〇
」
を
「
七
、
六
〇
〇
」
に
、
「
二
五
、
〇
〇
〇
」
を
「
二
四
、
九
〇
〇
」
に
、
「
一
七
、
三
〇
〇
」
を

「
一
六
、
六
〇
〇
」
に
改
め
、
同
表
の
表
八
の
項
の
項
中
「
四
、
三
〇
〇
」
を
「
四
、
〇
五
〇
」
に
、
「
二
、
九
〇
〇
」
を

「
二
、
七
五
〇
」
に
、
「
三
、
〇
五
〇
」
を
「
二
、
八
五
〇
」
に
、
「
一
、
九
五
〇
」
を
「
一
、
七
〇
〇
」
に
、
「
八
、
一
〇

〇
」
を
「
八
、
〇
〇
〇
」
に
、
「
五
、
五
〇
〇
」
を
「
五
、
四
〇
〇
」
に
改
め
、
同
表
の
表
九
の
項
の
項
中
「
三
、
五
五
〇
」

を
「
三
、
四
五
〇
」
に
、
「
二
、
五
五
〇
」
を
「
二
、
一
〇
〇
」
に
、
「
一
、
九
五
〇
」
を
「
一
、
四
〇
〇
」
に
、
「
一
、
五

〇
〇
」
を
「
一
、
〇
五
〇
」
に
、
「
四
、
二
五
〇
」
を
「
三
、
七
〇
〇
」
に
、
「
三
、
〇
五
〇
」
を
「
二
、
三
五
〇
」
に
、

「
三
、
三
五
〇
」
を
「
二
、
七
〇
〇
」
に
、
「
二
、
四
〇
〇
」
を
「
一
、
六
五
〇
」
に
、
「
六
、
七
〇
〇
」
を
「
六
、
二
〇



〇
」
に
、
「
四
、
五
〇
〇
」
を
「
三
、
七
五
〇
」
に
、
「
四
、
九
五
〇
」
を
「
四
、
二
〇
〇
」
に
、
「
三
、
二
五
〇
」
を

「

「

「
二
、
四
〇
〇
」
に
、

一
四
、
六
〇
〇

一
〇
、
四
〇
〇

を
」

一
四
、
五
〇
〇

九
、
二
〇
〇

に
、
「
二
五
、
五
〇
〇
」
を
「
二
五
、
四
〇

五
、
五
〇
〇

三
、
三
五
〇

」

〇
」
に
、
「
一
七
、
〇
〇
〇
」
を
「
一
六
、
四
〇
〇
」
に
、
「
九
、
七
〇
〇
」
を
「
八
、
四
〇
〇
」
に
、
「
六
、
五
〇
〇
」
を

「
五
、
〇
〇
〇
」
に
、
「
三
〇
、
二
〇
〇
」
を
「
三
〇
、
一
〇
〇
」
に
、
「
一
九
、
三
〇
〇
」
を
「
一
八
、
八
〇
〇
」
に
、

「
一
二
、
七
〇
〇
」
を
「
一
一
、
二
〇
〇
」
に
、
「
八
、
七
〇
〇
」
を
「
七
、
〇
〇
〇
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
。
次
項

に
お
い
て
同
じ
」
を
削
り
、
同
項
の
甲
表
一
の
項
中
「
二
、
九
〇
〇
」
を
「
二
、
八
五
〇
」
に
改
め
、
同
表
二
の
項
中
「
三
、

五
五
〇
」
を
「
三
、
四
五
〇
」
に
改
め
、
同
表
三
の
項
中
「
五
、
四
〇
〇
」
を
「
五
、
三
〇
〇
」
に
改
め
、
同
表
四
の
項
中

「
九
、
八
〇
〇
」
を
「
八
、
二
〇
〇
」
に
改
め
、
同
表
五
の
項
中
「
一
六
、
五
〇
〇
」
を
「
一
四
、
八
〇
〇
」
に
改
め
、
同
項

の
乙
表
一
の
項
中
「
七
、
七
〇
〇
」
を
「
六
、
一
〇
〇
」
に
改
め
、
同
表
二
の
項
中
「
二
〇
、
八
〇
〇
」
を
「
一
九
、
二
〇

〇
」
に
改
め
、
同
表
三
の
項
中
「
二
七
、
九
〇
〇
」
を
「
二
六
、
二
〇
〇
」
に
改
め
、
同
表
四
の
項
中
「
四
八
、
三
〇
〇
」
を



「
四
五
、
六
〇
〇
」
に
改
め
、
同
表
五
の
項
中
「
六
六
、
七
〇
〇
」
を
「
六
五
、
三
〇
〇
」
に
改
め
、
同
表
六
の
項
中
「
八

一
、
二
〇
〇
」
を
「
七
九
、
六
〇
〇
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
中
「
情
報
通
信
技
術
活
用
法
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
同

項
に
規
定
す
る
電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
し
て
特
定
基
地
局
の
免
許
を
申
請
す
る
」
を
「
電
子
申
請
等
に
よ
る
」
に
、

「
二
、
九
〇
〇
」
を
「
二
、
八
五
〇
」
に
、
「
二
、
〇
〇
〇
」
を
「
一
、
八
〇
〇
」
に
、
「
三
、
五
五
〇
」
を
「
三
、
四
五

〇
」
に
、
「
二
、
四
五
〇
」
を
「
二
、
三
〇
〇
」
に
、
「
五
、
四
〇
〇
」
を
「
五
、
三
〇
〇
」
に
、
「
三
、
五
〇
〇
」
を

「
三
、
三
五
〇
」
に
、
「
九
、
八
〇
〇
」
を
「
八
、
二
〇
〇
」
に
、
「
七
、
一
〇
〇
」
を
「
五
、
七
〇
〇
」
に
、
「
一
六
、
五

〇
〇
」
を
「
一
四
、
八
〇
〇
」
に
、
「
一
一
、
九
〇
〇
」
を
「
一
〇
、
六
〇
〇
」
に
、
「
七
、
七
〇
〇
」
を
「
六
、
一
〇
〇
」

に
、
「
六
、
八
〇
〇
」
を
「
四
、
五
〇
〇
」
に
、
「
二
〇
、
八
〇
〇
」
を
「
一
九
、
二
〇
〇
」
に
、
「
一
六
、
六
〇
〇
」
を

「
一
三
、
八
〇
〇
」
に
、
「
二
七
、
九
〇
〇
」
を
「
二
六
、
二
〇
〇
」
に
、
「
二
一
、
八
〇
〇
」
を
「
一
八
、
六
〇
〇
」
に
、

「
四
八
、
三
〇
〇
」
を
「
四
五
、
六
〇
〇
」
に
、
「
三
七
、
〇
〇
〇
」
を
「
三
二
、
二
〇
〇
」
に
、
「
六
六
、
七
〇
〇
」
を

「
六
五
、
三
〇
〇
」
に
、
「
五
五
、
二
〇
〇
」
を
「
五
一
、
二
〇
〇
」
に
、
「
八
一
、
二
〇
〇
」
を
「
七
九
、
六
〇
〇
」
に
、

「
六
五
、
五
〇
〇
」
を
「
六
〇
、
九
〇
〇
」
に
改
め
る
。

第
三
条
第
五
項
中
「
情
報
通
信
技
術
活
用
法
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
同
項
に
規
定
す
る
電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用



し
て
法
第
十
条
第
二
項
の
書
類
に
係
る
電
磁
的
記
録
を
添
え
て
同
条
第
一
項
の
届
出
」
を
「
電
子
申
請
等
に
よ
り
同
条
第
一
項

の
規
定
に
よ
る
落
成
の
届
出
及
び
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
書
類
の
提
出
」
に
改
め
、
同
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
証
明
書
交
付
請
求
手
数
料
）

第
三
条
の
二

法
第
十
四
条
の
二
又
は
第
二
十
七
条
の
二
十
三
の
規
定
に
よ
る
書
面
の
交
付
を
請
求
す
る
者
が
納
め
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
手
数
料
の
額
は
、
四
八
〇
円
（
電
子
申
請
等
に
よ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
四
四
〇
円
）
と
す
る
。

第
四
条
第
四
項
中
「
情
報
通
信
技
術
活
用
法
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
同
項
に
規
定
す
る
電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用

し
て
法
第
十
八
条
第
二
項
の
書
類
に
係
る
電
磁
的
記
録
を
提
出
す
る
」
を
「
電
子
申
請
等
に
よ
り
同
項
の
規
定
に
よ
る
書
類
の

提
出
を
す
る
」
に
改
め
る
。

第
四
条
の
二
中
「
第
二
十
四
条
の
二
の
二
第
一
項
」
を
「
第
二
十
四
条
の
三
第
一
項
」
に
、
「
一
三
、
四
〇
〇
円
（
情
報
通

信
技
術
活
用
法
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
同
項
に
規
定
す
る
電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
し
て
登
録
の
更
新
を
申
請
す
る

場
合
に
あ
つ
て
は
、
一
三
、
三
〇
〇
円
」
を
「
一
二
、
〇
〇
〇
円
（
電
子
申
請
等
に
よ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
一
一
、
〇
〇
〇

円
」
に
改
め
る
。

第
六
条
中
「
一
〇
、
二
〇
〇
円
」
を
「
九
、
八
〇
〇
円
」
に
、
「
四
、
八
〇
〇
円
」
を
「
四
、
四
五
〇
円
」
に
改
め
、
同
条



た
だ
し
書
中
「
情
報
通
信
技
術
活
用
法
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
同
項
に
規
定
す
る
電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
し
て
免

許
を
申
請
す
る
」
を
「
電
子
申
請
等
に
よ
る
」
に
、
「
七
、
三
〇
〇
円
」
を
「
六
、
八
〇
〇
円
」
に
、
「
三
、
三
五
〇
円
」
を

「
二
、
九
五
〇
円
」
に
改
め
る
。

第
七
条
第
一
項
中
「
一
三
七
、
一
〇
〇
円
」
を
「
一
三
五
、
六
〇
〇
円
」
に
、
「
一
七
四
、
一
〇
〇
円
」
を
「
一
七
三
、
五

〇
〇
円
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
を
削
る
。

第
八
条
中
「
二
、
三
〇
〇
円
」
を
「
二
、
二
五
〇
円
」
に
、
「
一
、
四
五
〇
円
」
を
「
一
、
二
五
〇
円
」
に
改
め
、
同
条
た

だ
し
書
中
「
情
報
通
信
技
術
活
用
法
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
同
項
に
規
定
す
る
電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
し
て
登
録

を
申
請
す
る
」
を
「
電
子
申
請
等
に
よ
る
」
に
、
「
一
、
七
〇
〇
円
」
を
「
一
、
五
〇
〇
円
」
に
、
「
一
、
〇
五
〇
円
」
を

「
七
〇
〇
円
」
に
改
め
る
。

第
九
条
中
「
二
、
九
〇
〇
円
」
を
「
二
、
八
五
〇
円
」
に
、
「
一
、
八
五
〇
円
」
を
「
一
、
六
五
〇
円
」
に
改
め
、
同
条
た

だ
し
書
中
「
情
報
通
信
技
術
活
用
法
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
同
項
に
規
定
す
る
電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
し
て
登
録

を
申
請
す
る
」
を
「
電
子
申
請
等
に
よ
る
」
に
、
「
二
、
一
五
〇
円
」
を
「
一
、
九
五
〇
円
」
に
、
「
一
、
四
〇
〇
円
」
を

「
一
、
〇
五
〇
円
」
に
改
め
る
。



「

デ
ジ
タ
ル
選
択
呼
出
装
置

七
二
六
、
二
〇
〇

第
十
条
第
一
項
の
表
四
の
項
中

を

狭
帯
域
直
接
印
刷
電
信
装
置

七
一
一
、
九
〇
〇

」

「

デ
ジ
タ
ル
選
択
呼
出
装
置

七
二
六
、
二
〇
〇

に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
情
報
通
信

」

技
術
活
用
法
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
同
項
に
規
定
す
る
電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
し
て
検
定
の
申
請
を
す
る
」
を

「
電
子
申
請
等
に
よ
る
」
に
改
め
、
「
、
「
七
一
一
、
九
〇
〇
」
と
あ
る
の
は
「
七
一
一
、
八
〇
〇
」
と
」
を
削
る
。

第
十
一
条
中
「
情
報
通
信
技
術
活
用
法
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
同
項
に
規
定
す
る
電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
し
て

登
録
の
更
新
を
申
請
す
る
」
を
「
電
子
申
請
等
に
よ
る
」
に
改
め
る
。

第
十
四
条
中
「
一
、
七
五
〇
円
」
を
「
二
、
〇
五
〇
円
（
電
子
申
請
等
に
よ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
一
、
七
五
〇
円
）
」
に

改
め
る
。

第
十
八
条
の
見
出
し
中
「
免
許
状
等
」
を
「
無
線
従
事
者
の
免
許
証
等
」
に
改
め
、
同
条
第
一
項
中
「
免
許
状
、
登
録
状
、

登
録
証
、
」
を
「
無
線
従
事
者
の
」
に
改
め
、
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
を
削
り
、
同
項
第
四
号
中
「
免
許
証
」
を
「
無
線
従

事
者
の
免
許
証
」
に
、
「
二
、
二
〇
〇
円
」
を
「
二
、
五
〇
〇
円
（
電
子
申
請
等
に
よ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
二
、
二
五
〇

円
）
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
一
号
と
し
、
同
項
中
第
五
号
を
第
二
号
と
し
、
同
条
第
二
項
を
削
る
。



第
二
十
条
第
五
項
及
び
第
七
項
中
「
情
報
通
信
技
術
活
用
法
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
同
項
に
規
定
す
る
電
子
情
報
処

理
組
織
を
使
用
し
て
法
第
七
十
三
条
第
四
項
の
書
類
に
係
る
電
磁
的
記
録
を
提
出
す
る
」
を
「
電
子
申
請
等
に
よ
り
同
項
の
規

定
に
よ
る
書
類
の
提
出
を
す
る
」
に
改
め
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
政
令
は
、
電
波
法
及
び
放
送
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
七
年
法
律
第
二
十
七
号
）
の
施
行
の
日
（
令
和
七

年
十
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２

こ
の
政
令
の
施
行
の
日
か
ら
電
波
法
及
び
放
送
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
附
則
第
一
条
第
二
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行

の
日
の
前
日
ま
で
の
間
に
お
け
る
こ
の
政
令
に
よ
る
改
正
後
の
電
波
法
関
係
手
数
料
令
（
以
下
「
新
令
」
と
い
う
。
）
の
規

定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
新
令
第
一
条
第
一
項
第
六
号
中
「
電
波
法
（
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
百
二
条
の
十
九
第
一
項

の
規
定
に
よ
り
同
項
に
規
定
す
る
電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
し
て
行
う
同
項
各
号
に
掲
げ
る
手
続
又
は
情
報
通
信
技
術
を

活
用
し
た
行
政
の
推
進
等
に
関
す
る
法
律
」
と
あ
る
の
は
「
情
報
通
信
技
術
を
活
用
し
た
行
政
の
推
進
等
に
関
す
る
法
律
」



と
、
新
令
第
二
条
第
一
項
中
「
法
」
と
あ
る
の
は
「
電
波
法
（
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
」
と
す
る
。



理

由

電
波
法
及
び
放
送
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
い
、
免
許
記
録
等
に
記
録
さ
れ
て
い
る
事
項
を
証
明
し
た
書
面

の
交
付
を
請
求
す
る
者
が
納
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
手
数
料
の
額
を
定
め
る
と
と
も
に
、
最
近
に
お
け
る
経
済
情
勢
の
変
化
に

鑑
み
、
無
線
局
の
免
許
申
請
等
に
係
る
手
数
料
の
額
を
見
直
す
等
の
必
要
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。


